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山 形 大 学 

瀬尾和哉教授がISEA（国際スポーツ工学会）Fellowを受賞しました 

瀬尾和哉教授（熱流体力学）は、スポーツ工学への学術的貢献が認められ、ISEA（国
際スポーツ工学会）Fellowを受賞しました。 

ISEA Fellowは、スポーツ工学分野で世界最高の賞です。同教授は、世界で４人目の
ISEA Fellow受賞者です（日本人では２人目）。ISEAは、International Sports 

Engineering Associationの略で、同分野世界唯一・最大の国際学会です。 
 

 ◆研究の概要 

スポーツの研究は、従来、体育分野を中心に熱心な取り組みが行われてきました。

研究対象は、主に人間でした。一方、エンジニアは、人間に加えて、用具も研究対象

にしている点に特徴があります。人間に関する部分は、例えば，身体運動を高速度カ

メラにより撮影し、運動のコツを知る、或いは、筋骨格モデルを解くことにより，人

間の内側の神秘に迫ろうとする研究です。用具に関する部分は、例えば、怪我をしに

くいランニングシューズの開発等があります。とはいえ、人間に関する研究と用具に

関する研究を完全に分離することは、無理であり、またナンセンスでもあります。最

近は、同教授が提唱している同時最適化、つまり「人と用具の両方をうまく調和させ

ることにより、スポーツパフォーマンス向上を目指した研究や健康で文化的な生活を

追求する研究」も増加しています。例えば、山形市の蔵王ジャンプ台（現、クラレ蔵

王シャンツェ）は同時最適化の成功例です。スキージャンパの安全性、飛距離、スキ

ル差による飛距離のば

らつき、建築費を評価指

標（良いか悪いかを判断

する尺度）として最適設

計しました。 
 
なお、同教授は、ロン

ドン五輪以降、オリンピ

ック競技のマルチサポ

ート事業、今回のリオデ

ジャネイロからは、パラ

リンピック競技のハイ

パフォーマンスサポー

ト事業にも携わってい

ます。 
 

（お問合せ先） 

 学術研究院 教授 瀬尾和哉（熱流体力学） 

電話 023-628-4350 

seo@e.yamagata-u.ac.jp 
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ISEA ? 

International Sports Engineering Association 

ISEA, APCST 

 

 

1996 Sheffield, UK 

~ ~ ~ 

 

2012 Lowell, USA 

2013 Hong Kong 

2014 Sheffield, UK 

2015 Barcelona, ESP 

2016 Delft, NED 

一方、日本機械学会では、 

1989 スポーツ工学に関
する調査研究分科会 

~ ~ ~ 

 

 

2012 愛知大学@豊橋 

2013 工学院大@東京 

2014 アオーレ長岡@長岡 

2015 立命館大@草津 

2016 山形テルサ@山形 
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Prof. Mont Hubbard Prof. Steve Haake 

UCDavis magazine, 2004 

Prof. Sadayuki Ujihashi 

SHU, 2014 ISEA 2016 
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The forth ISEA Fellow is going to  
Professor Kazuya Seo. 
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現在のアクティビティ 

最近 

 蓄積した技術を還元   

   NF＆選手のサポート 

   スポーツ基本法の具体化 
 

 まだまだ研鑽を積まなければ 

飛行力学 

流体力学 

バイオメカニクス 

構造力学 

最適化 

データマイニング 

数年前まで 

 興味の趣くままに 

 研鑽を積む 

  必要に迫られてスキルアップ 

  実験装置、測定装置 

Output 

良いスキル＆
良い道具 

 ＋ 


